
別紙様式１

１.自己点検・評価の実施概要及び判定結果

自己点検の観点 自己点検・評価項目 実施方法 エビデンス 判定結果

入学者受入方針の整備状

況及び実施状況

〈認証評価分析項目：5-1-1〉

学生受入方針において、「求める学生像」及び「入

学者選抜の基本方針」の双方を明示していること

学生受入方針において、以下の項目の記載があることを確認した。

①求める学生像

②入学者選抜の基本方針

③受け入れる学生に求める学習成果・求める成果（学士課程においては「学力の３要素」）

①３ポリシー

②入学者選抜要項

③学生募集要項

適切である

〈認証評価分析項目：5-2-1〉

学生受入方針に沿って、受入方法を採用しており、

実施体制により公正に実施していること

受入方法及び実施体制が公正に実施されていることを示す以下の項目に係る資料が作成されていること

を確認した。

①面接や実技試験等における評価の公正性を担保する資料

②入学試験委員会等の実施組織や入学者選抜の実施体制が確認できる資料

③入学者選抜方法等の変更に伴う予告・公表資料

①面接要領【非公表】

②入学試験委員会規則

③入試実施要項

④変更予告・公表文

適切である

〈認証評価分析項目：5-2-2〉

学生受入方針に沿った学生の受入が実際に行われて

いるかどうかを検証するための取組を行っており、

その結果を入学者選抜の改善に役立てていること

入試に関する委員会等、検証するための組織や具体的な取組状況を示す以下の資料が作成されているこ

とを確認した。

①学生の受入状況を検証する組織又は方法

②上記①の結果を踏まえ、入学者選抜の改善を反映させたことを示す具体例

①入学試験委員会規則等

②入学試験委員会議事要録及び

　学部長等との意見交換資料

適切である

実入学者数の適正状況

〈認証評価分析項目：5-3-1〉

実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅

に下回る状況になっていないこと

・学生募集を行う組織単位ごとの過去５年間の入学定員に対する実入学者の割合の平均を確認する。

・学部又は研究科の単位において、実入学者数が「入学定員を大幅に超える、又は大幅に下回る」状況

になっている場合は、その適正化を図る取組がなされていることを確認する。

※実入学者数には、秋期入学者のほか、国費留学生や外国政府派遣留学生等の入学者を含める。

※学生募集を行う組織単位ごとの過去５年間の入学定員に対する実入学者の割合の平均に関しては、適

切な教育環境を確保する観点を重視し、「1.3 倍以上」、又は「0.7 倍未満」の場合は、「大幅に超え

る」、又は「大幅に下回る」とする。

①認証評価共通基礎データ様式

　【大学用】様式２
適切である

２.結果総括

【優れた点】

〈認証評価分析項目：5-1-1〉

　・学生受入方針については、すべての学部・学環・教育部等において、「求める学生像」及び「入学者選抜の基本方針」の双方が本学ウェブサイト及び学生募集要項等に明示されている。

　　ただし、一部の学部・教育部等において表記が一致していない箇所が見受けられたため、当該学部・教育部等に対し、今後の入試に向けて、入学者用３ポリシーや募集要項の修正対応を求める。

〈認証評価分析項目：5-2-1〉

　・入学試験において評価の公平性を担保するため、すべての学部・学環・教育部等において、面接要領及び採点要領等に基づき、評価・判定している。

〈認証評価分析項目：5-2-2〉

　・大学教育統括管理運営機構入試・就職戦略室は、入試関連データの分析・評価等を行い、その結果を各学部等における入学者選抜方法の改善に役立てている。

令和７年度　自己点検・評価結果報告書【入学者受入】

【改善を要する点】

〈認証評価分析項目：5-3-1〉

　・薬学教育部博士後期課程において、実入学者数が入学定員を大幅に超えている。

　（※ただし、博士後期課程の入学定員が１０名と少なく、今後は定員付近に収束することが予測されることから、引き続き、入学者選抜において合格者選考に留意いただくこととし、改善指示は行わない。）

入試の検証及びその活用

推進責任者：副学長（入試・高大連携担当）　藤吉 孝則


